
小学校派遣研究の部

小学校
学ぶ力向上のための
研究員派遣による
学校支援のあり方Ⅱ

入門期における学びの基礎の視点を取り入れた主体的・対話的な学びを育む国語科の授業改善

算数科の授業と連動した家庭学習から広がる主体的・対話的な学びの充実

児童が主体的に問題解決する姿を目指した理科の授業づくり

特別支援教育の視点を生かした小学校における個に応じた支援と授業実践の工夫
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市町・学校園での研修会等において、センター所員
が研究の成果を発表します。センターHPの「研究成
果」で各研究の紀要等を参照のうえ、活用したい研究
がありましたら下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０７７－５８８－２３１１

ＦＡＸ ０７７－５８６－００１１

教育学習情報（研究成果やデジタル教材・素材など）をご活

用ください。カテゴリー別のボタンなどをクリックして、様々

なニーズに合った情報を効率的に探すことができます。

２月１７日(金)に当センターで研究発表
大会を開催しました。県内外から教育関係
者の方々に多数ご参加いただき、ありがと
うございました。

なお、研究紀要(第5９集)を各校に配付します。
ぜひ、ご活用ください。

●対象…本人（幼児・児童・生徒）、保護者、教職員等 ●方法…来所相談、電話相談

●相談日…月～金曜日（祝日、年末年始等を除く） ●相談時間… ９：００～１２：３０

●連絡先…TEL 077-58８-２505（教育相談専用） １３：３０～１６：３０

教育の情報化推進事業をご活用ください！

特別支援教育相談について

教育学習情報が役立ちます！

市町・学校園で研究成果を発表します！

市町や各校で実施される研修会に講師を派遣します。
◆情報セキュリティ向上・情報モラル教育の推進
◆授業におけるICTの有効活用
◆スキルアップ！コンピュータ操作 など

要望に応じて研修内容を組み立てたり、実技
演習を組み入れたりすることも可能です。

Wordはおもしろく、
イ ン デ ント の 使い 方 が
よく分かりました。

情報モラル教育の
実践を子どもたちの
ために積み上げてい
きたいです。

いろいろなWeb
サイトを知ったの
で、じっくり閲覧
して校務に活用し
ようと思います。

単に機器を使えばよい
のではなく、機能を理解
することと授業者のアイ
デアが大切だということ
が分かりました。

研究成果

デジタル教材・素材

全国学力・学習情報関連資料

その他の資料

指導案・実践事例

各学校園の研究紀要

滋賀県教育委員会作成資料

リンク集

教育学習情報

穏やかな天候で迎えた年明け。記録的な大雪
をもたらした寒波。積もった雪が溶けたかと思
えばまた雪が降り積もる。しかし、徐々に夜明
けは早くなり、まだまだ厳しい寒さの中にも、
少しずつ春の訪れを感じる時節となりました。

平成28年度の当センター諸事業も皆様方のご
支援、ご協力のお陰をもちまして無事終えるこ
とができました。厚くお礼申しあげます。

１月末現在の集計では、指定研修と希望研修
で延べ14,566人の方が受講され、センターから
学校園等への学ぶ力向上支援には、177件訪問
させていただき、延べ6,755人の先生方に参加を
いただきました。

今年度は、
○教員の資質能力の向上、喫緊の教育課題・現
場のニーズを反映した「資質向上・教育研修」
○学校のニーズに応じた「学ぶ力向上支援」
○今後の教育活動の発展に寄与する「教育研究
とその普及」
この３つの柱を立て、「子どもたちの確かな学
びを育むために、明日につながる研修や研究を
実施し、学び続ける教職員を支えていくこと」
をめあてに取り組んでまいりました。

研修の実施にあたっては、学校現場の多くの
先生方に講師をお願いいたしましたが、ご多用
の中、快くお受けいただき、細部にわたり丁寧
なご指導を賜りました。また、研究において
は、専門委員や研究委員としてご参加いただい
た先生方、さらには研究協力校の先生方にも多
くのご指導やご協力を賜りました。心から感謝
申しあげます。

さて、近年人工知能（ＡＩ）やロボット技術
の研究の発展は著しく、囲碁や将棋、チェスで
の人間とＡＩとの対戦も話題になりました。ま
た、将来多くの仕事がＡＩやロボット等により
代替されると言われています。ある研究では、
ＡＩやロボット等による代替可能性が高い職
業、低い職業が示されていますが、その中で、
幼稚園から大学までの教員・研究者、医者や芸
術家などは代替可能性が低い職業に含まれてい
ます。あくまでも技術的代替可能性だというこ
とですが、教育という営みを考えたとき、一方
的に知識を伝えるだけならＡＩやロボットでも
できるかもしれません。しかし、人だからこそ
できること、人にしかできないことがある、こ
れが教育です。「教育は人なり」この言葉を聞
いたことがないという教職員はいないと思いま
すが、学校教育の成否は教員にかかっていま
す。

今、学校教育に求められ期待されていること
は本当に多岐に渡っています。今の子どもたち
が大人になったときどのような社会になってい
て、そこで生き抜くためにどのような力をつけ
なければならないのか、そのために学校教育で
今何をしなければならないのか、そして、これ
からの学校教育を担う教員の資質能力をどう向
上させていくのか。

「教育公務員特例法等の一部を改正する法
律」が平成28年11月28日に公布され、平成29年4
月1日から施行となります。教員の体系的かつ
継続的な研修を充実させていくための環境整備
を図ることが急務となっていることや、「アク
ティブ・ラーニングの視点からの授業改善」
「教科等を越えたカリキュラム・マネジメン
ト」といった教育課程・授業方法の改革への対
応、「英語」「道徳」「ＩＣＴ」「特別支援教
育」等新たな課題への対応、「チーム学校」の
実現ということも改正の背景にあります。

このような流れの中で、次年度当センターで
も「授業改善・資質向上」「学校改善・働き方
改革」を２つの柱として、求められる資質能力
の向上をめざし学び続ける教職員を、そして、
組織的、協働的な学校づくりを支援してまいり
ます。

ところで、滋賀県公立学校教員採用選考試験
実施要項には、滋賀県がめざす教員像が最初に
書かれています。「教育者としての使命感と責
任感、教育的愛情を持っている人」「柔軟性と
創造性を備え、専門的指導力を持っている人」
「明朗で、豊かな人間性と社会性を持っている
人」です。

教科指導力や職務遂行能力等は研修によって
高めることができますが、教員として求められ
る根幹部分には、「使命感と責任感、教育的愛
情」「柔軟性と創造性」「明朗で、豊かな人間
性と社会性」があることを忘れてはならないと
思います。これがＡＩやロボットと違うところ
です。

次年度も、より現場のニーズに応える総合教
育センターを念頭に置き、子どものたくましく
生きる力を育むために、自律的に学び続ける教
職員の皆さんを支援して参ります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

プロジェクト研究の部

小・中学校
外国語活動
英語科

グローバル化が進む社会に対応した英語力の育成に向けて
－小・中学校を通じたコミュニケーション能力の育成につながる研究型研修の試み－

小・中学校 授業改善 学ぶ力の向上につながる「アクティブ・ラーニング」の視点に立った授業づくり

小・中学校 学級経営
子どもが生き生きと活動する学級経営の充実
－若手教員が活用できる滋賀県版「学級経営サポートブック(中学校編)」の作成－

全校種 情報教育 授業力の向上を実感できるタブレット端末等のICTを活用した授業実践

平成２８年度の研究成果をご活用ください！
先生方を
サポートします！

課題研究の部

小学校

国語科
児童の学びを深める国語科の授業づくり
－「みちしるべ」の作成と活用を通して－

図画工作科
小学校におけるプログラミング的思考を育む授業づくり
－図画工作科におけるICTを活用した授業実践を通して－

特別支援教育
通常の学級における「書字のつまずき」の理解と効果的な支援に関する研究Ⅱ
－小学校低学年における指導の工夫Ⅱ－

中学校 理科
探究の過程において必要とされる資質・能力の育成につながる中学校理科の授業改善
－「アクティブ・ラーニング」の視点からの指導と評価の工夫－

高等学校
数学科

確かな学力を育む高等学校数学科の授業づくり
－「アクティブ・ラーニング」の視点からの指導方法と評価の工夫－

保健体育科
高等学校保健体育科における学びに向かう主体的な姿勢を育むための授業改善に関する研究
－授業のユニバーサルデザインの考え方を基にした学習指導を通して－

自律的に学び続ける教職員を全力で支援します！
－子どものたくましく生きる力を育むために－

次長 前田 利幸

平成２８年度「第５９回 研究発表大会」

学ぶ力向上係
まで！

発達障害等による学習や行動上の困難がある子どもへの対応について、相談員が具体的にアドバイスします。



教職員の実践的指導力や個々のキャリアに応じた資質能力の向上につながる研
修を行います。

平成28年度 滋賀県総合教育センター 研修体系図

当センターは、「未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」のために、「教職

員研修」と「教育課題研究」の２つの柱を軸にして、学び続ける滋賀の教職員の
皆さんを支援します。
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－未来を拓く心豊かでたくましい人づくり－
総合教育センターは自律的に学び続ける教職員を支援します！

☆ステージ研修 ☆職務研修

☆マネジメント研修

☆専門研修

☆指導力向上研修

☆教科主任指導力向上研修

県内の幼、小、中、高、特別支援学校の教職員や
市町教育委員会、教育研究所の教職員を対象に、総
合教育センター事業（研修、研究、特別支援教育相
談、学ぶ力向上支援）についてのアンケートを実施
しました。その中からいくつかを紹介します。

いただきましたご意見を、当センターの運営に生
かしていきたいと思います。

＊回答数は、1,239人でした。
ご協力ありがとうございました。

学ぶ力向上支援（出張支援・出張発表）に
どのようなことを期待するか

子どもたちの可能性を伸ばし、新しい時代に求められる資質・能力を育むために、子どもた
ちの学ぶ力を高め、確かな学びを支える授業づくりを推進します。また、授業のユニバーサル
デザイン化や「アクティブ・ラーニング」の視点に立った授業改善等の課題に対応する力、社
会や学校を取り巻く環境の変化に対応する力など、これからの学校教育を担う教職員の資質能
力の向上を目指します!

平成２8年度
センター事業にかかる

アンケート結果より《抜粋》
（８月に実施）

※その他の結果や詳細につきましては、
当センターＨＰに掲載します。

☆ステージ研修 ☆養成研修 ☆マネジメント研修 ☆職務研修

☆授業力アップ研修 ☆専門研修

●指定研修

●希望研修

講義だけでなく、協議・演習・実習を中心に、系統
立てて研修を組み立てています！

すぐに授業に生かせる指導力と専門性の向上を目指
します！

平成29年度 滋賀県総合教育センター 研修体系図

当センターは、「未来を拓く心豊かでたくましい人づくり」のために、自律的

に学び続ける滋賀の教職員の皆さんを支援します。研修では、教職員の実践的指
導力や個々のキャリアに応じた資質能力の向上を目指します。

詳しくは、研修・事業案内をご覧ください。

特別支援教育

ICT活用

道徳科教育

「アクティブ・ラーニング」についての理解を深め、学んだことを活かした
授業実践を通して授業力の向上を目指す

地域における特別支援教育推進の核となる人材の育成ならびに地域の
支援システムの構築を目指す

タブレット端末等のICTを活用した授業や情報モラル教育の推進等、教育
の情報化推進を目指す

教科化に向けた道徳の授業の方向性とあり方を学び、実践を通して指導
力の向上を目指す

【プロジェクト研究】
★ 少人数による研究型研修で滋賀県の教育課題に対応！
★ 大学教員、学識経験者との共同研究！
★ 定期的に協議会を実施し、研修と実践の往還を図る！

平成29年度 子どもの確かな学ぶ力を育むための研究事業

（人）

（人）

【キーワード】
☆資質向上・教育研修
☆指導力向上支援
☆学校に寄り添う研究

【２つの柱】
◎授業改善・資質向上
◎学校改善・働き方改革

「授業づくりや教材等の相談」に関す
る要望が多い。また、昨年度の調査
と比較すると、「研究授業の参観と授
業研究会での助言」が増加している。

「特別支援教育」、「学級活動・
学級経営」、「生徒指導」、
「教育相談」への要望が多い。
校種別の調査では、
「外国語活動」（小学校）、
「道徳教育」（小・中学校）、
「情報教育」（高等学校）への
要望が多い。

（人）

理科 子どもたちの学び合う力を高める学習モデルの研究・開発を通して、理科
の授業力の向上を目指す

学ぶ力向上

学級活動・学級経営に関して希望する研修内容

特別支援教育に関して希望する研修内容

どのような内容の研修を受講したいか

（人）

「確かな学力」 「豊かな心」 「健やかな体」 「滋賀の自然や地域と共生する力」を育成


